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(54)【発明の名称】 内視鏡用処置具の操作装置

(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、内視鏡処置具の操作時におい
て大きな牽引力を要するケースが発生した場合、簡単か
つ確実に大きな牽引力を発生させることができる、内視
鏡用処置具の操作装置を提供することにある。
【解決手段】本発明は、第１の把持操作部３１と、この
第１の把持操作部３１に対して相対的に移動される第２
の把持操作部３２とを備え、上記第１の把持操作部３１
に上記処置具の操作用スライダ１５を着脱自在に連結
し、上記第２の把持操作部３２に処置具に設けられた操
作用リング２０を着脱自在に連結し、上記第１の把持操
作部３１を上記第２の把持操作部３２に対して相対移動
し、上記処置具を操作するようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡用処置具に着脱自在に装着して使用
され、
第１のグリップ部材と、
この第１のグリップ部材に対して相対的に移動される第
２のグリップ部材と、
上記第１のグリップ部材に設けられ、かつ内視鏡用処置
具に設けられた第１の操作部と着脱自在に連結される第
１の連結手段と、
上記第２のグリップ部材に設けられ、上記処置具に設け
られ上記第１の操作部に対して相対移動される第２の操
作部と着脱自在に連結される第２の連結手段とを具備
し、
上記第１のグリップ部材と第２のグリップ部はその両者
にわたり握持して操作されることを特徴とする内視鏡用
処置具の操作装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡のチャンネ
ルを通じて体腔内に挿入され、体内で治療等の処置を行
う内視鏡用処置具を操作する操作装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡のチャンネルを通じて体腔
内に処置具を挿入し、体腔内で種々の処置を行うように
した内視鏡的治療が多く行われるようになった。この種
の内視鏡用処置具は可撓性のシース先端に処置部を設
け、手元の操作部でシース内に配した操作ワイヤを進退
することにより上記処置部を操作するようになってい
る。この場合、操作部本体に設けた指掛けリングに親指
を入れ、同じく操作部本体に設けた操作用スライダを人
差し指と中指で挟んで、上記操作用スライダを移動させ
ることにより操作ワイヤを進退するように構成されてい
る（実公昭５４－２１４３６号公報や実公平５－１１８
４２号公報を参照）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】実公平５－１１８４２
号公報や実公平４－２６０９１号公報に示されるような
クリップ装置を使用する場合では操作ワイヤの牽引によ
りそれまでクリップを保持していた鈎を伸ばしてクリッ
プを離脱・留置させるが、その際に強い牽引力が必要で
あり、指に力がない術者によっては既存の操作部のもの
では十分に牽引できないで負担のかかる場合があった。
【０００４】本発明は前述した課題に着目してなされた
ものであり、その目的とするところは、内視鏡処置具の
操作時において大きな牽引力を要するケースが発生した
場合、大きな牽引力を発生させることができる、内視鏡
用処置具の操作装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明は、内視鏡用処置具に着脱自在に装着して使
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用され、第１のグリップ部材と、この第１のグリップ部
材に対して相対的に移動される第２のグリップ部材と、
上記第１のグリップ部材に設けられ、かつ内視鏡用処置
具に設けられた第１の操作部と着脱自在に連結される第
１の連結手段と、上記第２のグリップ部材に設けられ、
上記処置具に設けられ上記第１の操作部に対して相対移
動される第２の操作部と着脱自在に連結される第２の連
結手段とを具備し、上記第１のグリップ部材と第２のグ
リップ部はその両者にわたり握持して操作されることを
特徴とする内視鏡用処置具の操作装置である。
【０００６】
【発明の実施の形態】（第１実施形態）図１乃至図１０
を参照しながら本発明の第１実施形態に係る内視鏡用処
置具の操作装置について説明する。本実施形態に係る装
置は図１に示されるカセット式クリップユニット１と図
２に示されるクリップ操作装置２と図３に示される大型
操作部３とから構成される。
【０００７】まず、図１に示されるカセット式クリップ
ユニット１について説明する。カセット式クリップユニ
ット１はクリップ５と、クリップ操作装置２に取り付け
るための連結部材である連結板６およびクリップ締付け
用リングとしての押え管７を有している。クリップ５は
金属製の薄い帯板を中央部分で折り曲げ、その折り曲げ
ループ部分を基端部５ａとしてなり、この基端部５ａか
ら延びた両方の腕部５ｂ，５ｂ’を互いに交叉させてい
る。また、基端部５ａのループ部分は略楕円形状に形成
されている。各腕部５ｂ，５ｂ’の先端縁部を向き合う
ように折り曲げ、この折り曲げ先端縁部を挟持部５ｃ，
５ｃ’とする。各挟持部５ｃ，５ｃ’の先端は生体組織
を把持し易いようにするため、一方が凸形状５ｄであ
り、他方が凹形状５ｅに形成されている。腕部５ｂ，５
ｂ’には挟持部５ｃ，５ｃ’を開くように拡開習性が付
与されている。
【０００８】上記連結板６は金属製の板材をフォトエッ
チングやプレス加工により成形されている。連結板６の
先端部には鈎状のフック部６ａが形成されていて、この
フック部６ａを上記クリップ５の基端部５ａに引掛けて
着脱自在に係合するようになっている。一方、連結板６
の基端側部分には大径孔６ｂとこれに連結した小径孔６
ｃが穿設されている。そして、図４のように、この大径
孔６ｂと小径孔６ｃをクリップ操作装置２の先端に設け
たピン８に係合し、連結板６とクリップ操作装置２が連
結されるようになっている。
【０００９】上記押え管７は図１（ａ）に示されるよう
に略筒状をなした部材であり、この押え管７の中空先端
部にはテーパ部７ａが形成されている。この押え管７の
外形状は先端側部分を大径部７ｂとし、基端側部分を小
径部７ｃとしている。
【００１０】上述した各部材は以下のように組み立てら
れることにより使用前のクリップユニット１が構築され
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る。まず、連結板６のフック部６ａをクリップ５の略楕
円形状の基端部５ａ内に通して引っ掛ける。この状態で
連結板６の基端部を押え管７の先端側からその中空部内
に挿入する。このとき、連結板６は押え管７の長さより
も長いので、連結板６の基端部分が押え管７の基端から
突き出す状態にある。
【００１１】図２に示されるクリップ操作装置２は先端
側から中空のパイプ９ａと中空のコイル９ｂとが各々固
定されて操作部材を構成するコイルシース９と、このコ
イルシース９に外装された導入管であるチューブシース
１０とがそれぞれ相対的に移動可能に組み立ててなり、
コイルシース９内には先端にフック部１１を持つ操作ワ
イヤ１２が進退自在に挿通されている。コイルシース９
の基端部にはコイルシース操作部１３が連結されてい
る。チューブシース１０の基端部は上記コイルシース９
の外周部に被嵌して設けられたチューブ操作部１４に連
結されている。操作ワイヤ１２は基端側に構成されるワ
イヤ操作部のスライダ１５につながっている。
【００１２】上記コイルシース９のパイプ９ａの内径は
上記クリップユニット１の押え管７の小径部７ｃの外径
より僅かに大きく形成されているため、パイプ９ａに押
え管７の小径部７ｃが嵌込み挿入されるが、そのパイプ
９ａの内径は押え管７の大径部７ｂの外径よりも小さく
形成されているため、パイプ９ａには押え管７の大径部
７ｂまでは挿入されない。つまり、パイプ９ａの先端は
押え管７の小径部７ｃと大径部７ｂの段差部が衝止する
ようになっている。また、パイプ９ａの外径は押え管７
の大径部７ｂと略同一に構成されている。
【００１３】フック部１１にはその棒状体の先端部分に
段差状に切り欠き部１６が形成されている。この切り欠
き部１６の底面には操作ワイヤ１２の進退方向に対して
垂直な向きで突き出すピン８が設けられている。このピ
ン８には円形の頭部１７と、この頭部１７よりも小径の
小径部１８が形成されている。ピン８の頭部１７は図１
（ａ）に示される連結板６の大径孔６ｂの径よりも小さ
く、かつ小径孔６ｃの径よりも大きくなっている。ま
た、ピン８の小径部１８の径は連結板の大径孔６ｂの径
よりも小さい寸法となっている。
【００１４】図２に示されるように、クリップ操作装置
２の基端側に構成される操作部本体１９には上記ワイヤ
操作用スライダ１５がスライド自在に被嵌されている。
操作部本体１９の基端には指掛け用リング２０が設けら
れている。また、操作部本体１９の側面にはワイヤ操作
用スライダ１５のラチェット爪が係止するラチェット歯
２１が付設されている。
【００１５】次に、図３に示される大型操作部３につい
て説明する。この大型操作部３は内視鏡用処置具の操作
装置を構成する。この大型操作部３は上記クリップ操作
装置２の指掛け用リング２０を着脱自在に取り付け固定
するための固定部（連結手段）２２を設けた固定部材２
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３と、同じくクリップ操作装置２のスライダ１５を着脱
自在に係着する保持部（連結手段）２４を設けた保持部
材２５を備える。上記固定部２２は図５の（ｃ）に示す
ように、上記クリップ操作装置２の指掛け用リング２０
に嵌め込む胴部２６を固定部材２３の一面から突き出し
て設け、この胴部２６には上記リング２０の抜けを防止
する止めネジ２７をねじ込む雌ネジ部２６ａを形成して
いる。この固定部２２は後述する第２の把持操作部３２
に支持される。
【００１６】また、上記大型操作部３の保持部（連結手
段）２４はクリップ操作装置２のスライダ１５に嵌り込
むＵ字部２８を形成した保持部材２５を備える。上記Ｕ
字部２８はその内面２８ａにクリック機構２８ｂを設け
て、スライダ１５の小径部１５ａが嵌入すると外れない
ようにスライダ１５を保持するようになっている。この
保持部２４は後述する第１の把持操作部３１に支持され
る。
【００１７】さらに上記大型操作部３の固定部２２を形
成する固定部材２３には２本のレール３０ａ，３０ｂが
取り付けられている。これらのレール３０ａ，３０ｂは
操作軸方向に沿って平行に配置され、そのレール３０
ａ，３０ｂの間隔は操作する術者の手の幅以上である。
この２本のレール３０ａ，３０ｂには上記第１の把持操
作部（第１のグリップ部材）３１を構成する枠部材３３
がスライド自在に組み付けられている。また、この２本
のレール３０ａ，３０ｂの後端間には第２の把持操作部
（第２のグリップ部材）３２が固定的に架設されてい
る。そして、この第１の把持操作部３１における把持部
３１ａは操作軸を直交して横切って配置され、また、上
記第２の把持操作部３２における把持部３２ａも同じく
操作軸に直交して横切って配置されている。上記両把持
部３１ａ，３２ａはいずれも操作軸を直角に横切り、平
行に配置されている。そして、後述するように把持部３
１ａ，３２ａはその両者にわたり片方の手を掛けて握持
するようにして操作できる。
【００１８】また、第１の把持操作部３１の枠部材３３
にはスライダ１５を着脱自在に係着する保持部２４に向
けて一対のアーム部３４ａ，３４ｂが前方へ向けて延出
して設けられ、この一対のアーム部３４ａ，３４ｂの先
端で上記保持部２４の保持部材２５を固定的に取着して
いる。図５に示すように、クリップ操作装置２のスライ
ダ１５を保持部２４のＵ字部２８に取り付けた状態で、
第２の把持操作部３２に対して第１の把持操作部３１を
進退移動させることにより、コイルシース９に対して操
作ワイヤ１２を進退させることができる。
【００１９】次に、この第１実施形態の作用について説
明する。まず、クリップユニット１をクリップ操作装置
２に取り付ける場合には図４に示すようにスライダ１５
を先端側へ押し出す操作により、パイプ９ａの先端から
フック部１１を突き出す。そして、フック部１１のピン
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８に、クリップユニット１の連結板６の大径孔６ｂを被
嵌させ、この後、クリップユニット１全体を先端側へ引
く。すると、ピン８の頭部１７が連結板６の小径孔６ｃ
へ移動してその中に位置して係合する。さらに、スライ
ダ１５を基端側に引き込む操作により、フック部１１の
部分が、コイルシース９内に引き込まれ、押え管７の小
径部７ｃがパイプ９ａに挿入されて、クリップユニット
１の装着が完了する。
【００２０】次に、チューブ操作部１４を先端側に押し
出すことにより、チューブシース１０をコイルシース９
の先端より突き出し、既に、フック部１１に係合されて
いるクリップユニット１をチューブシース１０内に挿入
させる。この操作に伴って、クリップユニット１は各腕
部５ｂ、５ｂ’が閉成され、図６で示されるように、チ
ューブシース１０の先端中空部内に収納される。
【００２１】次に、クリップ操作装置２に大型操作部３
を取り付ける。まず、固定部２２の止めネジ２７を緩め
てこれを取り外す。そして、雌ネジ部２６ａの外周にク
リップ操作装置２のリング２０を嵌め込んで引っ掛け
る。この後、止めネジ２７を固定部２２に螺合させてリ
ング２０を固定する。これにより、図５で示すように、
クリップ操作装置２のリング２０には第２の把持操作部
３２の固定部２２が連結される。ついで、クリップ操作
装置２のスライダ１５の小径部１５ａを大型操作部３の
第１の把持操作部３１における保持部２４のＵ字部２８
に嵌め込んで固定する。これにより、クリップ操作装置
２への大型操作部３の取り付けが完了する。
【００２２】この装着状態で、予め体腔内に挿入された
内視鏡の鉗子チャンネル内を介してクリップ操作装置２
のチューブシース１０を体腔内に導入し、内視鏡により
体腔内を観察しながらチューブシース１０の先端を対象
部位まで導く。
【００２３】次に、チューブ操作部１４を基端側に引き
込む操作により、図７に示されるように、クリップユニ
ット１およびコイルシース９の先端部をチューブシース
１０の先端から露出させる。ここで、図５に示すよう
に、第２の把持操作部３２の把持部３２ａに操作する手
の親指を掛け、その手の親指と手の平で把持部３２ａを
把持し、また、第１の把持操作部３１の把持部３１ａに
同じ手の親指以外の全部の指を掛けて握り締め、第１の
把持操作部３１を基端側に引き込む。これにより操作ワ
イヤ１２を基端側へ後退させる。すると、クリップ５の
基端部５ａの楕円部が押え管７によって押し潰されるた
め、図７に示されるように、クリップ５の腕部５ｂ、５
ｂ’が外側方向に大きく拡開する。
【００２４】この状態で、クリップ５の挟持部５ｃ、５
ｃ’を、例えば出血部位の生体組織３５に当てながら、
第１の把持操作部３１を基端側へ引くことにより、操作
ワイヤ１２を後退させる。すると、クリップ５の腕部５
ｂ、５ｂ’が押え管７内に引き込まれ、腕部５ｂ、５
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ｂ’は閉じられる。これによって、クリップ５の挟持部
５ｃ、５ｃ’によって生体組織３５が把持され、また、
止血される。
【００２５】生体組織３５をクリップ５の腕部５ｂ、５
ｂ’間に挟んだ状態で、第１の把持操作部３１を基端側
へさらに引き込み、操作ワイヤ１２を後退させると、ク
リップユニット１の連結板６のフック部６ａが図９また
は図１０に示されるように変形して伸び、クリップ５は
連結板６との係合が解かれ、クリップ操作装置２から離
脱し、図８に示すように、生体組織３５を把持したま
ま、体腔内に留置される。
【００２６】なお、大型操作部３の取り付けはクリップ
５を牽引する直前に行ってもよい。また、大型操作部３
を装着せずにクリップ操作装置２を単独で使用すること
もできる。この場合は操作部本体１９の指掛けリング２
０に親指を入れ、操作用スライダ１５を人差し指と中指
で挟んで保持し、操作用スライダ１５を移動することに
より、操作ワイヤ１２を進退させるようにする。
【００２７】本実施形態によれば、クリップ操作装置２
のスライダ１５とリング２０をそれぞれ、大型操作部３
のＵ字部２８と固定部２２に取り付け、大型操作部４の
第２の把持操作部３２における把持部３２ａに親指と手
の平を掛け、第１の把持操作部３１の把持部３１ａに他
の指を掛けて握り締めるようにして、第１の把持操作部
３１を手元側へ引くため、大きな操作力を発生させるこ
とが可能である。その大きな力で操作ワイヤ１２を牽引
操作するため、容易に操作でき、かつ大きな牽引力で操
作可能である。また、大型操作部３はクリップ操作装置
２に対して着脱可能であるので、必要な場合だけ取り付
けて使用することもできる。
【００２８】（第２実施形態）図１１を参照しながら本
発明の第２実施形態に係る内視鏡用処置具の操作装置に
ついて説明する。
【００２９】本実施形態での操作装置は以下のようなも
のである。すなわちコイルシース９の基端にはコイルシ
ース操作部１３が設けられ、このコイルシース操作部１
３の基端には枠体４１が固定されている。枠体４１には
２本の第２レール４２ａ，４２ｂが固定され、これらの
第２レール４２ａ，４２ｂの後方端には第２の把持操作
部３２が架設する状態で固定されている。第２の把持操
作部３２の把持部３２ａは操作軸を横切って配置されて
いる。
【００３０】操作ワイヤ１２は基端側でスライダ１５に
固定されている。スライダ１５には２本の第１レール４
３ａ，４３ｂが接続されていて、この第１レール４３
ａ，４３ｂは上記枠体４１を貫通して第１の把持操作部
３１に固定されている。この第１の把持操作部３１は操
作軸を横切って配置される把持部３１ａを有している。
そして、第１の把持操作部３１は上記枠体４１と第２の
把持操作部３２の間に配置した第２レール４２ａ，４２
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7
ｂ上を操作軸方向に沿って摺動が可能である。
【００３１】また、上記スライダ１５の内部にはボタン
４５によって解除可能なラチェット機構（図示せず）が
内蔵されている。それ以外の構成は第１の実施形態と同
様である。
【００３２】本実施形態での操作装置にあっても前述し
た第１の実施形態の場合と同様にして使用することがで
きる。すなわち、クリップユニット１を体腔内へ挿入し
て、生体組織を把持する場合には図５で示す場合と同
様、片手で第１の把持操作部３１および第２の把持操作
部３２の両方の把持部３１ａ，３２ａを握持するように
して保持し、握りしめるようにして、第１の把持操作部
３１を基端側に引くことにより、スライダ１５及び操作
ワイヤ１２を後退させ、クリップユニット１を操作する
ことができる。それ以外の作用については第１実施形態
の場合と同じである。
【００３３】本実施形態においても、前述した第１実施
形態と同様、大きな牽引力を発生させることが可能であ
る。また、予め、クリップ操作装置２に大型の第１の把
持操作部材３１および第２の把持操作部材３２が接続さ
れているので、大型操作部３の取り付ける手間がかから
ない。
【００３４】また、第１の実施形態及び第２の実施形態
ではクリップ装置に適用した例について述べたが、本発
明は比較的大きな牽引力を要する他の内視鏡用処置具、
例えば、結紮装置や機械式砕石具などの処置具に適用し
てもよい。
【００３５】尚、本発明は前述した各実施形態に限定さ
れるものではなく、他の形態にも適用が可能である。ま
た、前述した説明によれば、以下に列挙する事項および
以下に列挙した事項を任意に組み合わせた事項のものが
得られる。
【００３６】＜付記＞
（１）第１のグリップ部材と、この第１のグリップ部材
に対して相対的に摺動される第２のグリップ部材と、上
記第１のグリップ部材に設けられ、処置具に設けられた
第１の操作部と着脱自在に連結される第１の連結手段
と、上記第２のグリップ部材に設けられ、処置具に設け
られ上記第１の操作部に対して相対移動される第２の操
作部と着脱自在に連結される第２の連結手段とを具備す
ることを特徴とする内視鏡用処置具のハンドル機構。
（２）上記第１のグリップ部材、第２のグリップ部材は
それぞれ、第１の操作部、第２の操作部よりも大きいこ
とを特徴とする付記第１項記載の内視鏡用処置具のハン
ドル機構。
（３）上記第１のグリップ部材は、平行に配設された２
本のレールを含む枠状の形状で、前方に上記第１の連結
手段を有し、上記第２のグリップ部材は、上記レール上
を摺動可能で上記第１の連結手段を越えて前方に延び、
前端に上記第２の連結手段を有することを特徴とする付*
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*記第１項記載の内視鏡用処置具のハンドル機構。
【００３７】（４）操作ワイヤが連結されたスライダの
後方に接続された第１のグリップ部材と、上記スライダ
が進退移動可能なレールの後方に接続され、上記第１の
グリップ部材が進退移動可能な枠状の第２のグリップ部
材とから構成される内視鏡用処置具のハンドル機構。
（５）上記スライダ内には、ラチェット機構を有するこ
とを特徴とする付記第４項記載の内視鏡用処置具のハン
ドル機構。
（６）上記内視鏡用処置具は、クリップ装置であること
を特徴とする付記第１項または第４項記載の内視鏡用処
置具のハンドル機構。
（７）上記内視鏡用処置具は、結紮装置であることを特
徴とする付記第１項または第４項記載の内視鏡用処置具
のハンドル機構。
（８）上記内視鏡用処置具は、機械式砕石具であること
を特徴とする付記第１項または第４項記載の内視鏡用処
置具のハンドル機構。
【００３８】（付記項毎の目的、効果）
（１）、（３）の付記項について
目的：内視鏡用処置具の操作時に大きな牽引力を要する
ケースが発生した場合に、簡単・確実に大きな牽引力を
発生させることができる。
【００３９】効果：上記目的の達成できる。
【００４０】（２）の付記項について
目的：握りやすく、大きな牽引力を発生させ易い。
効果：上記目的を達成できる。
【００４１】（４）、（５）の付記項について
目的：大きな牽引力を要する内視鏡用処置具を容易に操
作する。
効果：上記目的を達成できる。
【００４２】（６）の付記項について
目的：より簡単に大きな牽引力を発生させ、組織をクリ
ップでしっかり確実に把持する。
効果：上記目的を達成できる。
【００４３】（７）の付記項について
目的：容易に大きな牽引力を発生させ、組織を結紮し易
くする。
効果：上記目的を達成する。
【００４４】（８）の付記項について
目的：容易に大きな牽引力を発生させ、結石を破砕し易
くする。
効果：上記目的を達成する。
【００４５】
【発明の効果】本発明によれば、クリップ操作装置等の
処置具に大型操作部を取り付けて処置具を強力な力で操
作することができる。従って、処置具の操作を簡単かつ
確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係るクリップ装置のカ
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セット式クリップユニットの説明図。
【図２】本発明の第１実施形態に係るクリップ装置のク
リップ操作装置の説明図。
【図３】本発明の第１実施形態に係るクリップ装置の大
型操作部の説明図。
【図４】本発明の第１実施形態に係るクリップ装置のク
リップ操作装置にクリップユニットを装着するときの状
態の説明図。
【図５】本発明の第１実施形態に係るクリップ装置のク
リップ操作装置に大型操作部を装着した状態の説明図。
【図６】本発明の第１実施形態に係るクリップ操作装置
にクリップユニットを装着した縦断面図。
【図７】本発明の第１実施形態に係るクリップ操作装置
の先端からクリップユニットを突き出した状態の縦断面
図。
【図８】本発明の第１実施形態に係るクリップユニット
が生体組織を把持した状態の説明図。
【図９】本発明の第１実施形態に係るクリップ操作装置
からクリップユニットを放出した後の突き出した状態の*

10
*クリップ操作装置の先端部の縦断面図。
【図１０】図９中Ｅ－Ｅ´線に沿う先端部の部分の縦断
面図。
【図１１】本発明の第２実施形態に係るクリップ装置に
おけるクリップ操作装置に大型操作部を装着した状態の
説明図。
【符号の説明】
１…カセット式クリップユニット
２…クリップ操作装置
３…大型操作部
４…大型操作部
５…クリップ
１５…スライダ
１９…操作部本体
２０…リング
３１…第１の把持操作部
３２…第２の把持操作部
３２ａ…把持部
３５…生体組織

【図１】 【図４】

【図６】 【図７】
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